
（2017年2月2日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・TISの柳井です。よろしくお願いいたします。
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・それでは、本日15：30に発表いたしました、当社の第3四半期決算の内容につきまして、決算説

明資料を使って説明させていただきます。
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・当第3四半期累計期間の業績は、前年同期比増収増益となりました。

・売上高は、好調な事業環境が続いていることを背景に2,807億円となり、前年同期比で101億円・

3.7％の増収となりました。

・営業利益は前年同期比17億円増の159億円となりました。増益の要因は、増収効果や収益性向

上の寄与が大きかったと言えます。

・また、親会社株主に帰属する四半期純利益は112億円と、前年同期比41億円増と大きく伸びまし

た。営業利益の増加に加えて、特別損益が改善したことによるものです。

・当第3四半期累計期間の不採算案件についてご説明します。第3四半期累計期間では前年同期

比3億円増の40億円となりました。当第3四半期（10-12月）だけをとりますと、3.5億円ということ

で、比較的低水準に抑制することができており、これが第3四半期業績の好調を支える大きな要

因になったと考えています。

・なお、第2四半期に大きな引当てを行ったカード系大型開発案件は、見直し後の計画に沿って進

捗しており、追加損失は発生していません。
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（説明省略）
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・セグメント別の状況についてですが、産業ITサービスが好調でした。これまでと同様に、電力・ガ

スシステム改革に伴ってIT投資が活発化しているエネルギー系、現在進行中の公共系大型案件

の寄与等があり、全体業績を牽引しました。

・また、ITインフラストラクチャーサービスについても、データセンター事業・BPO事業とも堅調であ

り、加えて、効率化推進によるコスト削減の効果もあり、前年同期比増収増益となりました。

・一方、金融ITサービスについては、第2四半期の不採算案件の影響が大きく、前年同期比増収

の中で減益となりました。ただ、第3四半期だけの業績をとりますと、前年同期比増収増益であ

り、ここも好調であったといえるかと思います。
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・業種別の売上高の状況です。左側が金融系、右側が産業・公共系となりますが、全体としては業

種によってまだら模様という感じが続きました。金融系では、大型案件の寄与や決済関連分野に

おける活発な投資動向を受けて、カードが好調だった一方、マイナス金利の影響等もあって保険

が微減となりました。

・産業系では、サービス業が好調でした。これは、お客様自身がビジネスを拡大させるために戦略

的なフロント系のIT投資を拡大させている傾向を受けてのものでした。ただ、その一方で、組立系

製造や流通については、先行き不透明な景況感もあって前年同期比減収となりました。公共に

関しては大型案件の寄与もあり、前年同期比増収となりました。
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・次に第3四半期累計の受注状況です。

・当期受注高は、事業環境が良好な中で金融ITサービスを中心に着実な積み上げができたことか

ら、前年同期比3.5％増の1,508億円となりました。

・8ページ・9ページには四半期別の推移を載せています。お気づきかとは思いますが、第3四半期

だけでみると、全体の受注高は、産業ITサービスの減少を受けて、前年同期比で1.6％の微減と

なっています。

・これは、前期の第3四半期において、大型案件に伴うまとまった受注高を計上したことの反動減

等によるものです。第4四半期の受注高は、比較的底堅いものと考えていますので、今回のマイ

ナスは一時的なものということで考えています。

・期末受注残は、前年同期比29億円減少の698億円となりました。これは、過去に一括計上した公

共系大型案件が進捗し、売上高計上・受注残減少となったものです。それを除いたベースでは、

小幅増となっています。

・以上が、第3四半期決算の実績に関する説明となります。
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（説明省略）
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（説明省略）
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それでは、続いて通期業績見通しについてご説明します。
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・2017年3月期の通期業績見通しについては、期初計画からの変更はありません。売上高は前期

比1.9％増の3,900億円、営業利益は前期比8.4％増の265億円、親会社株主に帰属する当期純

利益は前期比18.3％増の150億円の増収増益の計画です。

・第3四半期の業績好調を受けて、第3四半期累計期間での通期に対する進捗率は前年同期より

もよい状況にあります。上期時点では計画をやや下回った営業利益についても、ビハインドを取

り戻したと考えており、通期計画達成への手応えは強まってきている状況です。

・事業拡大や不採算案件の抑制継続等、第4四半期をしっかりと仕上げることに注力し、期初計画

の達成に邁進してまいりたいと考えています。

・以上で、説明を終了させていただきます。

11



（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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